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調 査 概 要 

 

１ 調査テーマ  動物愛護事業の認知度等 

２ 調査目的   本市の動物愛護に係る事業の認知度等を把握し，今後の動物愛護行政について検討を

行うための参考資料とする。 

３ 調査対象   市民（民間の調査会社に登録するインターネットモニター）約 1,000人 

４ 調査方法   パソコン，スマートフォン等での回答 

５ 調査期間   令和３年１２月８日（水）～令和３年１２月１３日（月） 

６ 回 答 数   1,000 

７ 回答者属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
男 

（人） 
女 

（人） 
全体 
（人） 

百分比 
（％） 

18歳～29歳 44 129 173 17.3 

30歳代 28 96 124 12.4 

40歳代 79 86 165 16.5 

50歳代 90 62 152 15.2 

60歳代 75 53 128 12.8 

70歳以上 151 107 258 25.8 

計 467 533 1000 100.0 

百分比（％） 42.7 57.3 100.0  

   

人数 
（人） 

百分比
（％） 

北区 80 8.0 

上京区 59 5.9 

左京区 114 11.4 

中京区 77 7.7 

東山区 26 2.6 

山科区 93 9.3 

下京区 57 5.7 

南区 69 6.9 

右京区 138 13.8 

西京区 99 9.9 

伏見区 188 18.8 

計 1,000 100.0 

  
人数 
（人） 

百分比 
（％） 

自営業・ 
自由業 

89 8.9 

会社員・ 
公務員 

401 40.1 

主婦・ 
主夫 

140 14.0 

学生 55 5.5 

無職 218 21.8 

その他 97 9.7 

計 1,000 100.0 

＜区別内訳＞ ＜性別年齢別内訳＞ ＜職業別内訳＞ 
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結 果 の あ ら ま し 

 

問１ 何かペットを飼っているか。（複数回答） 

 １ 犬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８．０％ 

 ２ 猫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６．９％ 

 ３ 鳥・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０．９％ 

 ４ うさぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０．７％ 

 ５ 魚・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５．４％ 

 ６ 亀・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０．９％ 

 ７ 昆虫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１．４％ 

 ８ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０．９％ 

 ９ 飼っていない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７９．３％ 

  →「犬」，「猫」，「魚」の順に多く回答，「飼っていない」と回答された方が全体の８割弱 

 

 

問２ 「京都動物愛護憲章」を知っているか。 

 １ 知っている（内容も分かる）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５．５％ 

 ２ 知っている（名前など一部のみ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５．４％ 

 ３ 知らない ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６９．１％ 

  →「知っている」（名前など一部のみも含む）と回答された方が全体の３割強 

 

 

問３ 「京都動物愛護センター」（京都市南区上鳥羽）を知っているか。 

 １ 知っており，行ったこともある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４．０％ 

 ２ 知っているが，行ったことはない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８．２％ 

 ３ 知らない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６７．８％ 

  →「知っている」（行ったことはないも含む）と回答された方が全体の３割強 

 

 

問４ 「京都市動物との共生に向けたマナー等に関する条例」を知っているか 

 １ 知っている（内容も分かる）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３．２％ 

 ２ 知っている（名前など一部のみ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・１６．４％ 

 ３ 知らない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８０．４％ 

  →「知っている」（名前など一部のみも含む）と回答された方が全体の２割弱 
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問５ 犬や猫に関して困ったことはあるか。（複数回答） 

 １ 鳴き声や臭い・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６．１％ 

 ２ 道路や公園などでの糞尿の放置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３１．９％ 

 ３ 野良猫（まちねこ等を含む）の増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８．０％ 

 ４ 野犬の増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３．２％ 

 ５ 野犬や野良猫（まちねこ等を含む）への餌やり・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２．０％ 

 ６ 近隣住民とのトラブル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３．８％ 

 ７ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２．１％ 

 ８ 特にない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５１．０％ 

  →「道路や公園などでの糞尿の放置」，「野良猫の増加」の順に多く回答 

   「特にない」と回答された方が全体の５割強 

 

 

問６ 現在いる野良猫への対策は，どのようにすればいいか。（複数回答）  

 １ 避妊・去勢手術・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４７．３％ 

 ２ 餌をやらない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３８．５％ 

 ３ 行政による保護・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９．４％ 

 ４ 「まちねこ活動」などの地域での取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３．２％ 

 ５ 適切に飼うことができる新たな飼い主をさがす・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５．７％ 

 ６ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１．２％ 

 ７ 対策は必要ない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２．５％ 

 ８ わからない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７．７％ 

  →「避妊・去勢手術」，「餌をやらない」，「適切に飼うことができる新たな飼い主をさがす」の順に多

く回答 

 

 

問７ 人と動物が共生していくために行政が取り組むべきことはどのようなことか。 

   （３つまで回答） 

 １ 地域でのコミュニケーションの支援（「まちねこ活動」の推進等）・・・・・・・・・・２６．９％ 

 ２ 適切な飼い方に関する周知・啓発・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４２．８％ 

 ３ 動物愛護に関する周知・啓発・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９．８％ 

 ４ 子どもたちへの動物愛護教育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５．７％ 

 ５ 不適切な飼育をしている飼い主への指導・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４６．８％ 

 ６ ペットショップなどの業者の規制強化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７．９％ 

 ７ ボランティア活動の促進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６．９％ 

 ８ ペットなどの動物に関する相談窓口の充実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６．１％ 

 ９ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０．９％ 

 10 分からない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７．０％ 

  →「不適切な飼育をしている飼い主への指導」，「適切な飼い方に関する周知・啓発」，「ペットショッ

プなどの業者の取締強化」の順に多く回答 
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問８【犬又は猫を飼っていない方に質問】 

  災害時に飼い主がペットを避難所に連れてくることについてどう考えるか。 

 １ ペットも家族なので避難所に連れてくることは理解できる・・・・・・・・・・・・・２３．７％ 

 ２ ペットは家族という気持ちは理解できるが，避難所でトラブルが発生しないか不安・・２１．７％ 

 ３ 動物アレルギー又は動物が苦手な方もいるので，避難所には連れてくるべきではない・・９．６％ 

 ４ 避難所にペット用のスペースが設置されている場合は，連れてきてもよい・・・・・・２７．９％ 

 ５ どうしたらいいのか分からない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１．０％ 

 ６ 絶対に連れてくるべきではない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６．０％ 

 ７ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０．１％ 

  →避難所にペットを連れてくることは理解できる方は５割強 

   （「避難所にペット用のスペースが設置されている場合は，連れてきてもよい」，「ペットも家族なの

で避難所に連れてくることは理解できる」と回答された方の合計） 

 

問９【犬又は猫を飼っている方に質問】 

  災害時に飼い主がペットを避難所に連れていくことについてどう考えるか。  

 １ ペットも家族なので避難所に連れていきたい・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４３．１％ 

 ２ ペットは家族なので連れていきたいが，避難所でトラブルが発生しないか不安・・・・・２３．４％ 

 ３ 動物アレルギー又は動物が苦手な方もいるので，避難所には連れていくべきではない・・・６．６％ 

 ４ 避難所にペット用のスペースが設置されている場合は，連れていきたい・・・・・・・・・１５．３％ 

 ５ どうしたらいいのか分からない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５．８％ 

 ６ 絶対に連れていかない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５．１％ 

 ７ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０．７％ 

  →ペットを避難所に連れて行きたい方は８割強 

   （「ペットも家族なので避難所に連れていきたい」，「ペットは家族なので連れていきたいが，避難所

でトラブルが発生しないか不安」，「避難所にペット用のスペースが設置されている場合は，連れて

いきたい」と回答された方の合計） 

 

問 10【犬又は猫を飼っている方に質問】 

  ペットに関して災害時に備えて，普段から行っている備えは何か。（複数回答） 

 １ ペットの避難用品（ペットフードや水，薬，ケージ等）を備蓄している・・・・・・・・・３８．０％ 

 ２ 災害時に，速やかにケージやキャリーに入るように日頃から慣らしている・・・・・・・２３．４％ 

 ３ 無駄吠えしないようなしつけや，トイレのトレーニングをしている・・・・・・・・・・２１．２％ 

 ４ 飼い主とはぐれた時の対策として，迷子札やマイクロチップを装着するなど， 

   所有者明示を行っている・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８．２％ 

 ５ 最寄りの避難所のペットの受入体制等について調べている・・・・・・・・・・・・・・・・４．４％ 

 ６ ペットの預け先を決めている・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７．３％ 

 ７ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０．７％ 

 ８ 特に備えを行っていない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３．６％ 

  →「ペットの避難用品（ペットフードや水、薬、ケージ等）を備蓄している」，「災害時に、速やかに

ケージやキャリーに入るように日頃から慣らしている」，の順に多く回答 

   「特に備えを行っていない」と回答された方が３割強 
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問 11【犬又は猫を飼っている方に質問】 

  飼っている犬や猫をどこで入手したか。（複数回答） 

 １ ペットショップで購入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４３．８％ 

 ２ 家族，友人等から譲り受けた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２．６％ 

 ３ 動物愛護センター，動物愛護団体等から譲り受けた・・・・・・・・・・・・・・・・１１．７％ 

 ４ 飼い主がいない（と思われる）動物を保護してそのまま飼育している・・・・・・・・２１．２％ 

 ５ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８．８％ 

  →「ペットショップで購入」，「家族、友人等から譲り受けた」，「飼い主がいない（と思われる）動物

を保護してそのまま飼育している」の順に多く回答 

 

 

問 12【犬又は猫を飼っている方に質問】 

  飼育している犬や猫の身元はどのように表示しているか。（複数回答） 

 １ 鑑札及び注射済票 （犬のみ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２．１％ 

 ２ 迷子札・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５．３％ 

 ３ マイクロチップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８．５％ 

 ４ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０％ 

 ５ 何もしていない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４３．８％ 

  →「鑑札及び注射済票（犬のみ）」，「マイクロチップ」，「迷子札」の順に多く回答 

   「何もしていない」と回答された方が４割強 

 

 

問 13【犬又は猫を飼っている方に質問】 

  飼育している犬や猫は，避妊・去勢手術を受けているか。  

 １ 全頭受けている・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６７．１％ 

 ２ 全頭受けていない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６．３％ 

 ３ 複数頭飼育しているが，一部しか受けていない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６．６％ 

 ４ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０．０％ 

  →「全頭受けている」と回答された方が７割弱 

 

 

問 14【犬又は猫を飼っている方に質問】 

動物愛護管理法では，飼育している犬や猫をできる限り，その命を終えるまで適切に飼育する「終生

飼養」に努めることとされていますが，やむを得ない事情により，飼育することができなくなった時

は，どのようにしたいと思うか。（複数回答）  

 １ 他の飼い主（家族など）を探す・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６２．０％ 

 ２ 動物愛護団体を探す・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３１．４％ 

 ３ 動物病院で安楽死の相談をする・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４．４％ 

 ４ 行政機関に引き取ってもらう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６．６％ 

 ５ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０．７％ 

 ６ わからない・特に考えていない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１．９％ 

  →「他の飼い主（家族など）を探す」と回答された方が最も多く，６割強 
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問 15 京都市動物愛護事業推進基金を知っているか。 

 １ 知っており，寄付したことがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１．８％ 

 ２ 知っているが，寄付したことはない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１．９％ 

 ３ 知らない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８６．３％ 

  →「知っている」（寄付したことはないも含む）と回答された方が全体の１割強 

 

 

問 16 【京都市動物愛護事業推進基金を知っている方（寄付したことはない方も含む）に質問】 

   京都市動物愛護事業推進基金をどこで知ったか。（複数回答） 

 １ 区役所や動物愛護センター等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４３．１％ 

 ２ 動物愛護に関するイベント・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８．２％ 

 ３ 知人からの紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３．９％ 

 ４ ホームページやＳＮＳ等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２．１％ 

 ５ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３．６％ 

  →「区役所や動物愛護センター等」，「ホームページや SNS 等」，「動物愛護に関するイベント」の順に

多く回答 

 

 

 


